


2023年4月より、常勤眼科専門医が2名となり、診療体制が充実しました。

「眼のかかりつけ医」として、眼科全般の診療をいたしますが、中でも白内障、緑内

障、網膜疾患（糖尿病網膜症、加齢黄斑変性、網膜静脈閉塞症等）の診療を得意として

おります。全身疾患に伴う眼科疾患も多く経験しており、頭蓋内疾患の視野検査、人間

ドックの二次健診などの検査も可能です。

2023年は白内障手術302件、抗VEGF硝子体内注射101件を中心に、緑内障流出路再建

術、外眼部手術、レーザー治療も施行しました。当院で対応できない疾患につきまして

は京都大学眼科など、他病院との連携により、的確な時期に最適な治療を受けていただ

けるように心がけております。

総合病院である強みを活かし、全身疾患のある方、80歳以上の高齢の方、独居の方、

認知症の方、透析患者さん、日本語以外の対応が必要な方などの手術も施行可能です。

眼の症状でお困りの方がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談ください。

ophthalmology

当院ではこの度、ALCON社の最新機

種「CENTURION® Vision System with 

ACTIVE SENTRY®」を導入しました。

当機種のACTIVE SENTRY®ハンドピー

スには灌流圧センサーが直接搭載さ

れ、リアルタイムに前房の圧変化を察

知し今までにない速さで安定性を維持

する事が可能です。独自の超音波振動

と特殊形状の吸引チップにより優れた

水晶体核処理効率も可能です。これに

より安定性・信頼性・効率性が大幅に

向上し、より安全で低侵襲な手術を提

供できるようになりました。
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